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ブラックコートの社会史
一ホワイトカラーの系譜学（2）一
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序　説
　ホワイトカラーという現代においてもっとも多数を占めるにいたった社会階
層は，その内部における職業構成の多元性（「職業のサラダ」）に始まるさまざ
まなあいまいさを内蔵している。従来およそホワイトカラー階層の経済的・杜
会的・政治的属性をめぐる問題を提起し，その分析を展開するとき，ホワイト
カラーを主題として掲げながら実際には最初からその分析対象に何らかの限定
を加えるか，あるいは極端な場合には部分を論じながらその論点や結論がホワ
イトカラーの全体に貫通するかのような誤解を与える展開も珍しくない。ホワ
イトカラー階層をめぐる多様な論争一その労働過程や，あるいはそのライフ
スタイルなどをめぐる一においても，その内蔵する異質性にたいする十分な
検討を省略する傾向が依然として見られる。また，その複合的構成にかかわら
ず，産業社会それぞれの圃有性を無視し，その階層形成の社会的・経済的メカ
ニズムについての特有の文脈を捨象して一般化を急ぐ傾向もまた依然として見
られるところである。
　われわれは，ホワイトカラーの社会的存在形態をその共通性という視点にお
いて論ずるさいのさまざまな準拠点を前稿で検討した。しかし，こうした準拠
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点の一つ一つにかかわる職業階層としてのホワイトカラーの成立と分化，そし
てその存在要件の変動について，歴史的・社会的・経済的文脈に従う比較的視
点にたつ分析上の補完作業を試みることが必要と考える。そのうえで，この階
層としての構成的複合性をもたらす過程とそこに働く諾要件の分析をつうじて
ホワイトカラーの現代的な存在状況を把握し，これを貫通する共通性とその内
部における異質性への視点を相互補完的に確立することが可能となる。
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　ホワイトカラーの系譜学は，ひとつの職業と職業階層の形成の社会史である
だけでなく，これを促進した社会構造の変動の具体的な投射を探ろうとする。
産業社会の第一次の担い手であった生産労働者階層の分析，あるいは経済的近
代化の推進者としての企業者活動の分析と比較しても，ホワイトカラーの系譜
研究は，歴史的にドイッの中問階層（Mitte1stand）は例外とすれば，この階層
が社会史のうえで必ずしもアクティヴな軌跡を残さなかったこと，まったく
「ヒロイズム」を欠いていたこと，さらに社会的アイデンティティの自己確立
への試みにおいて乏しかったことなどによって貧困であったとクロシックはい
う　（Crossick，G．、11一）o
　しかし，197ひ一80年代において蓄積された多数のホワイトカラーの社会的系
譜の研究は，この発生的文脈における現実を解明しうるだけの豊かさを示すに
いたった。たしかに，ある社会階層の形成の歩みの社会史的分析は，常に基本
的な困難になやまされる（Crossick，12）。「なぜなら，一定レベルの所得や一
定の職業といった共通の特性を分有する過程を分析するだけでは十分とはいえ
ない」からであり，この階層が現実にいかなる社会関係やコミットメントを共
通とするにいたったかの分析が必要である。しかし，それ以上に，データの断
片佳の困難が存在する。こうした困難を越えて，例えば，ボルタンスキー
（Boltanski，L）は，フランスにおける管理職員階層の集団形成史を克明にた
どった。あるいはアメリカでの経営史ないし社会史の分野でのホワイトカラー
　2
　　　　　　　　　　　　　ブラックコートの社会史　　　　　　　　　　　　　　　3
の形成にかかわる業績もまた飛躍的な増加を示している。本論では，最近の研
究成果を踏まえて，ホワイトカラーの社会史の第一段階を取り上げ，ホワイト
カラーが個別の「経営」内部に分散しつつ，なおこれを越えて次第にどのよう
な契機を通じていわば社会集団ないし階層として形成されるにいたったか，そ
の成立と増殖に続く分化の社会的・経済的メカニズムを分析の中心を据える。
その発生の文脈を主題とする本稿につづいて，その分化と構造化の文脈におい
て，いかなる変数が状況変動をもたらし，現代的存在状況の複合性をもたらす
にいたったか，あるいはまた少なくとも，そのコアとなる部分とその周辺的
（periphery）な部分の分化が推進されたかのプロセスを主題とすることにした
い。また，これに平行して，産業社会それぞれにおける存在状況の共通性と差
異性に着目する。
　クロシックは，ホワイトカラーの社会的属性を「ダイナミックな行動，結合
力の欠如，個人の地位追求」といった表現で，最終的にはこれを「戯画的」に
描くにいたったミルズ（Mi1ls，C．W．）を批判し，この階層が，過去から現在に
わたって多数者が無名であり，しかも顕著な社会変動の担い手として注目され
なかったにせよ，産業社会の展開の有力な担い手として辿ってきた軌道を無視
することは許されないとする／Crossick，52）。この階層の形成なくしては，視
代にいたるわれわれの経済的，社会的生活の展開は不可能であったし，現代の
「組織的資本主義」の展開に不可欠な機能の担い手を欠くことになる。その形
成と分化の歩みについて，本論では，主として，最初の工業国家を形成し，経
済的離陸を実現したイギリスの「ブラックコート」の階層形成を，主として19
世紀前半の資本主義的産業化の時代におき，続いて，19世紀後半（とくに1870
年代）以降の急速な肥大と分化をもたらした経済的・社会的メカニズムに触れ
る。これを通じてホワイトカラーの原像を正確に結ぶことは，現代的な論点に
有力な整序をもたらすものと考えられる。
　ホワイトカラーという言葉自体はアメリカ英語であり，周知のように，ドイ
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ツ語にもフランス語にもこれに対応する言葉はない（ドイツ語ではA㎎estellte，
フランス語ではe㎜ployξやcadreが用いられる）。ホワイトカラーという言葉
はアメリカ的起源をもつ。イギリス社会ではブラックコートである。なぜ，英
語系の表現がこの階層に属する人びとを外観を手掛かりとして表現するのにた
いして，その他の場合には，相対的に明確な職業上の地位を指示する言葉しか
ないのかも，ホワイトカラーの社会的存在性にかかわる比較分析上の重要な問
題点である。
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　ひろくホワイトカラーの原像は，クラークー書記階層の成立に求められる。
その表現いかんにかかわらず，なお共通するホワイトカラーの原像をとらえる
うえで，まず“clerkship｝にたいする社会的需要の構造に触れておくことは不
可欠だと考える。
　本来，クラークとは，読み書き能力（literacy）をもつ人を意味し，“c1erical”
とは，文字的素養に基づき宗教上の聖典を筆写して写本をつくる作業を意味し，
16世紀には多様な記録保持作業一登記文書から会計記録までを筆写することが
一個の職業として成長し始める。その作業の場であるオフイスにおける労働こ
そ書記的作業である。
　・clerkship”（書記職一上長の命を受け，文書記録やその事務を行う）とは，
まず，一定の判断枠にしたがって記号操作（文字あるいは数字を媒介とする）
による記録（do㎝m㎝t）の生産とその整序・保管・検出を役割とするような総
体としての事務機能の遂行において成立する。従ってその成立は当然歴史時代
以降である。
　この記号操作は，写字（例えば印刷術以前の聖書のコピーや経典の筆写，あ
るいは政治的・法的な公的文書まで）から，進んで，記録の作成に必要な情報
の処理，あるいは記録と分類と整序，さらにさまざまな活動の指針の選択にお
いて需要される基本的情報についての判断と評価に連結する。
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　こうした・clerkship・において必要不可欠なノウハウは，なによりもリテラ
シー（literacy）一3R（reckoning，readi皿g，writing）であったことは，いうまでも
ない。
　その職務内容の高度化した部分は，記号操作のみならず，必ずしも明確な分
化にいたらなくても管理機能と違接する可能性を内蔵する。なぜなら，有効な
管理活動はこの記号操作によって提供されるなんらかの程度において整序され
た情報なしでは困難だからである。このクラークシップにたいする人員の社会
的需要とその処遇の制度化構造は，この階層形成における重要な契機である。
本論では，こうしたクラークシップの社会的な需要主体の成立をまず確認す
ることからスタートする。
I　官職の形成
　書記的作業にたいする杜会的需要は，歴史的には国家の統治作用における官
職の形成として現れ孔従来のホワイトカラー分析の多くが民聞経営における
それに集申し，この歴史的起源を湖ることはしばしば省略されてきた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　政治的権力がなんらかの範囲と程度において集中化し，かつ一定の杜会にお
ける支配と統轄の必要を満たす必要から官職の組織化がはじまる。もちろん，
近代官僚制が具備するはずの基本的特徴（Weber，M．，T60一）である専門試験
による官職任用，パーマネントでフルタイムの勤務や厳密な法規による職務内
容の規定は欠け，「官庁」自体は明確に組織されてはいない。官職の専門分化
のレベルも低い。
　この前近代官僚制における書記的職務の遂行を担う宮職は，しばしば伝統的
支配のひとつの形態としての家父長支配の特殊ケースとしての家産官僚制とい
う文脈のもとにおかれる。
　もちろん，ウエーバーも，あるいはジャコビーσacoby．H．，9、）も，官僚制
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はヨーロッパの発明ではないとする。むしろ，官僚制は，広範な領域で大規模
な人問集団が生活し，これを統括するための申枢機関が必要とされるとき，い
かなる場合でも成立する。シュメール，バビロン，中国，ギリシア，ローマ，
ビザンチン，どこでも，支配的権力者をとりまく召使のうちでも，支配者の資
産を管理し，歳出を勘案し，あるいは支配者の権威を伝達し，王の国璽を保管
する官更（o茄Cja1S）は，その事務的能力における有能性にたいする信頼により，
その地位を確保しえた（Gladden，E．N．，2一）。
　古代エジプト（第五王朝）の例をとれば，その政治的権力による統括作業は
国内の氏衆すべてにわたる所得・資産・労働契約上の条件一雇用や職業一に関
してのセンサスによる徴税システムによって経済的に維持されたが，その支柱
は，これらの情報集積と記録の管理にあたる記録機構（record　o箇ce）なしでは
不可能であった（Gladden，9一）。
　ただし，徴税を含めて行政は，政治的権力主体である首長の直轄と窓意の支
配のもとにおかれただけでなく，その現実的遂行を担う官吏もまた純人格的な
完全な従属状況におかれる。典型としての古代エジプトにおいてフアラオと賦
役国家（直営工房・農場・商業）が形成された時代，全国は王のオイコスの唯
一の大直営地とされ，王の家計は，直轄領が大きく，また「政治的統合」を要
するだけ，これを代行する官職の形成と「合目的的な職務配分の必要」を生じ
た。「大きな直轄領は，……君主家計を包含している。従って，この理由だけ
ですでに，組織された管理（Verwart㎜g）を必要とする。それゆえにまたこの
直轄領が大きいほど，ますます合目的的な職務配分の必要牲が増大してくる」
（Weber，T，190）。
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　いわゆる＝「家産制的官職」の成立は，政治的権力が獲得し集中した「物的経
営手段」によって王の家計を支え，かつこれを管理する必要に発する。その大
規模な家計の管理は，宮内官による（宮延長・収入役・主馬頭・侍医・貯蔵食
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料・酒係・執事・宮宰のヒエラルキーの成立）。さらに軍事的装備の管理と監
督が組織される。この事情は，より規模の小さな封建国家の官職についてもあ
てはまる（Weber，T．42）。
　官吏は「家官吏」であり，権力者の家計によって給養が与えられ，職務内容
は，首長のパーソナルな事務の遂行とならんで権力の私的利用の機会をもつ。
　われわれは，ホワイトカラー人口の成立の契機として，こうした官吏と官職
が，未分化な形での書記スタッフの装置を生みだすにいたった事情を指摘する
にとどめる。もちろん，この装置が，「不可避的に不経済的な方法」による調
達，あるいは不正確，問欠的で断続的な職務の遂行によって担われたことはた
しかである。
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　家産官僚制機構とこれに基づく行政は，もともと王の家計上の必要の充足に
端を発した。しかし進んで王は，同時に法と秩序の「強制」のために資源動員
を行わざるをえなかったが，この資源動員もまた王の家計支出の一部である。
行政史は，この行政範囲の拡大にともなって，その記述の内容と範囲を拡大す
る。この過程をイギリスを例としてとりあげる。
　イギリス史における官吏団の形成は古い。古イングランドからノルマンの征
服の時代，すでに「何らかの形態の行政機構なしでほとんど済まなかった」か
らである（Chrimes，S．B．，Gladden，2一）イングランド王国の時代にすでに宮廷
における書記的官職が成立していた。ノルマンのイングランド征服（1066）以
後，プランタジネット王朝は，12世紀に当時「巨大で複合的な家領（イングラ
ンドから西南フランス）」を保有し，西欧で「唯一の整理された家産制的行政
組織と文書行政の手段を保有した」（城戸）。以後，14世紀にいたる長い歴史の
詳細な記述は本論の主題ではない。
　（1〕王の家計の維持には，「最初の萌芽的な統治行政機構」を担う宮廷官職
を恒久的に必要とする。増大する統治の機能的必要が，この官職を増大させた
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のである。まず，政治的権力の保持者を取り巻く恒久的な侍従者集団は，王の
寝所と納戸部（wardrobe）を媒介として，次第に分化する。彼らは「宮廷の頭
脳であり，手であった」（Chrimes，T．182）。スチュアート王朝一17世紀から，
第一次ハノバー王朝までに，こうした歩みを確認できよう。
　（2）まず王の家計の経済的な維持，有形資産の保管，土地収入の記録，その
他記録文書・証文・特許状などの保管，あるいは宮廷秘書役の立場を越えて国
王の分身として国璽を保管し，次第に王の「社会一般にたいする意志の通達」
にかかわる大法官（Chance1ler）が成立し分化する（Chrimes，T．6，16一．22－35，
41，60，75，88，182，273，et　alibi）。大法官府は，まさしく文書作成機関となる。
“Chance1lor；’とは本来宮廷内部の礼拝堂についたてで仕切られた（cancel1i一囲
い格子）場所で秘書業務が行われたことに起因する。
　こうした宮廷内官職は，なんらかの形で記録文書の処理，保管，照合を不可
欠とし，こうした文官侍従として文字能力を備えたのは，ほとんど聖職者に限
定されていたこと（Chrimes，T．16），したがって，“Clerik”一Clerica1”とは，
本来聖職者を意味したことは当然であった。
　それゆえ，聖職者は同時に宮廷官吏として，正規の文書（例えば特許状）の
証人としての役割を果たすうえでの書記的職務の練達を通じて，司教あるいは
大修道院長への昇進のステップをも手申にしえたのである。司教・大修道院長
らもまた，教会の記録，会計，通信などに秘書・書記を要した（Hods㎝，R．＆
T，A．SuHivan，308一）。
　（3）一方，寝所部から12－14世紀に分化した財務府（Treasury）は，国王収
入の確保（徴税）や支払いにおける「一種のソロバン」機能一各部の会計監査
にあたり，その事務は，領収録（Receipt　Ro11）を基礎とする財務会計にあたる
“Treasurer’s　C1erk”によって担われた。財務府を意味する“Exchequer”とは，
市松模様の布で覆った机を囲む作業を意味した。
　（4〕他方，納戸部（the　Keeper　of　the　Wardrobe　of　the　Household）は，現金
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を管理し，家計の収支を監督し，そこに次官（Controller）以下書記を要し，
その会計報告を財務府にたいして行う。
　（5）上であげた大法官府は，次第に秘書的役割から離れ，納戸部の指示によ
る令状作成にあたり，14世紀には第一級書記12名（Keeper　of　the　Rolls一記録
保管宮をはじめとする），第二級書記12名，そして24名のルーティンな令状作
成官としての書記を擁した。これを統括するのは，書記局主事（Master　of　the
Writing　O血ce）であつた。
　（6）いわゆる書記的官職（scribe，clerk）は，その遂行における財政的・法務
的知識による処理披術についての養成過程を必要とする。次第にその職務を通
じて機密に参画しつつ，キャリアの軌道を確立する。さらに，彼らの活動は，
漸次，独立の建物としての官庁において営まれることになるOacoby，14一）ω。
　こうした部局の形成と憤例⊥手続きの成立によって，宮僚制化の初期的段階
に接近するとともに，国王の行財政にたいする裁量権はしだいに隈定されるこ
とになる（Chrimes，T．277一）。
　行政官僚制は，家産宮僚制と王の裁量や政策決定への関与からの解放によつ
てその自立性を確保することになる（Torstendahl，R、，75）。しかし，封建期を
通じて，官僚機構における分業システムの制度化は極めて緩慢であり，また官
職の制度化にも進展は少ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　ω現代の“ci剛service蜆乃至“civil　servant”という言葉は，1785年にO　E
D（オックスフオード辞典）に初めて登場する。もともと，イギリス東インド
会社の軍事部門の担当社員から区別される「平和の子」としての社員であった
（Gladden，2）。しかし，現代の公務員という意味の確立は19世紀申期までまた
なくてはならなかった。政治から分立し，競争的選技による人員補充が行われ，
非党派的で専門的な職務精励を規律とする公務員としての属性規定がようやく
確定される。その源泉は，国王の部門別の大臣を補佐する常勤の「集合的秘書
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団」であった。
　パリス（Parris．H．）の指摘に従えば，政治的権力構造における変動（主とし
て議会の主導勢力の交替による）に左右されない終身かつ常勤の公務員として
の地位の確立，その任用におけるメリットシステム，昇進と退任に関する統一
的な規則，確立された権限秩序など，ウエーバー流の近代官僚制の概念を満た
す公務員世界のイギリスにおける成立は，次の歴史的な要件による制約のもと
におかれてきた。まず，官職は，歴史的には，封建期以来の「緑故採用」
（pat・㎝色ge）への傾斜が著しく，多くの上級官職は，下院議員（MP）をつう
じて圧倒的に上流階層の子弟に提供された。19世紀中期までの書記職レベルで
すら，採用者はいずれも社会的に優位の職業（上級官職，法律専門職，ビジネ
ス成功者）に従事する家族の子弟が縁故と推薦によって任命された（Gladden，
62一）。
　（2）さらに本来官職は，歴史的には王の窓意的な贈与により，時には世襲，
時には官職売買の慣行（官職はfreehold一自由保有不動産一であった）のもと
におかれ，議会主義の成立以降は政権党の閣僚による個人的任命が行われ，さ
らに議席を喪失した議員にたいしても配分されたといった事情が背景にある。
（例えば，政府の財源である土地保有税の徴収は，収税吏の任務であるが，俸
給以外にコミッションをともなう）。
　アメリカのスポイルズシステムの成立は，この官職売買の慣行とは事情を異
にする（Pa，ris，44）。こうした慣行は，「δき」と相応の資産が任用と昇進の
支配的な仕組み」を意味し，官職・国教会の聖職者・軍の将校いずれも，「土
地貴族の子弟・縁戚に不均衡に配分されてきた」ことはよく知られている（水
谷三公48）。これを抑止したのは，1853－4年のトレベリアン・ノースコート委
員会（Tre．elyan，C，E．＆S．Northcote）による試験制度の導入の提案であった。
その具体的な実現は，1855年の“Civil　Service　Commission”による。1870年に
は，公務員の人員調達は，基本的に試験採用となる（正確には，Report㎝the
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0rganizati㎝ofthe　perman㎝tCivi1Service）。これと平行して，civil　service
の概念が形成される（Cf　Kel1y，M．P．，Chapman，R．A．，Kelsa1l，R．25一）｛2L
n　民問職員の形成
　本論で，あえて公務員としてのブラックコート層の形成の軌道を最初に指摘
し牟のは・民閻企業経営における“clerkship”の登場が，官庁輝営！こおける需
要に比較して遅滞し，しかも個別経営は零細かつ分散的であったからである。
　工業化以前の経済段階においては，もちろん個別私的経営そのものがもつ生
産上の資源（資本・労働手段・労働力・技術・情報）のいずれも零細であり，
“c1erkship”は自立的な職業的キャリアの基礎としては貧困であり，その社会
的需要の契機にも乏しかったからである。企業経営の規模は，上述したような
国家機構における権力の集中にともなう規模増大とその統治機能の遂行におけ
る規模の論理や分化の論理の展開過程からは遅れ，したがって，私的経営官僚
制の必要は避けがたいにせよ，19世紀前半までは極めて小規模かほとんど存在
する必要をもたなかった。（Torstendah1，76）これに加えて，クラークシップ
を形成する具体的な書記的職務内容における多元性はその集合的佳格を確認す
るうえであいまいさを伴っていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　民間書記職員の原像としては，従来，商業書言己職員（commerciaI　clerks）の
登場の契機が多くの研究のスタートにおいて取り上げられた。例えばロック
ウッド・（L㏄kwood，D、）は；主として，オーチャード（Orchard，B．G．）あるい
はブース（Booth，C．）や，さらにヴイクトリア杜会の雑誌資料に依存して，ブ
ラックコートの成立を分析した。ロックウッドの論点は以下の通りである。
　（1）個人企業的資本主義の段階では書記的職務の需要は経営規模と経済的合
理性の水準において小さかった。
（2）その登場は，いわゆるオフイスにおける正確な会計記録（台帳）と保
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管・通信と文書処理を中心として需要されるにいたった。
　（3）しかし，書記的職務は，必ずしも組織的な分業過程に組み込まれ，明確
な職務編成のもとにおかれたわけではなく，さまざまな職務一管理や販売，通
信などの機能と重合的かつ互換的に遂行された。
　（4）その職務上のノウハウは極めてプラクテイカルであり，教育内容におい
て多くの場合経済的需要からは遠かったヴイクトリア時代の中等教育水準では，
現実の事務処理においてインフォーマルなO　J　Tを通過する見習い制を不可欠
とした。例えばリバプールにおける350社の雇用する1，370人のクラークのうち，
有給者は420人であり，多数は無給の見習いである。クラークの世界には，「紳
士」階層の子弟と職人や自営の小規模商店の子弟が同居し，前者は，パーソナ
ルな縁故や家族の威信のもとで，「信用と利益をかけ」，「腰掛け程度」ではあ
るが実務の初歩を学ぶための勤務を経て父親の「不動の地位」を継承するグ
ループであり，後者は熟練職人的労働者の子弟を中心とする独立自営業主を目
指す社会的上昇移動の機会を求めるグループが主体であった。
　（5）その人員調達は，しばしば縁故，あるいは，個人的推薦に依存した。
　（6）その職務を通じて，企業経営の機密に接近しうることから，経営者との
パーソナルな信頼関係が重視された。こうした関係こそ，ヴィクトリア時代の
社会での有力な地位達成のメディアとして追求された。
　（7〕逆に，雇用関係において雇用主の親権主義的立場が優越した。
　（8）出身階層における較差は，そのキャリア形成に大きな役割を果たしたが、
こうした分化にかかわらず，社会的属性として「紳士」ないしはこれを生活ス
タイルにおいて実現しようという意欲と強い中流階層帰属意識一労働貴族とも，
ましてや生産労働者とも区別されることを欲した一がとくに中流下層の出身者
に顕著であった。
　（9〕ただし，その階層帰属意識と現実の所得と生活水準とには乖離が多く見
られた。
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　（1Φブラックコートの増大は，「規模・設備・組織の様式に起因する管理単
位が段階的に拡大発展する」ことに依存する。
　だが19世紀中期までの書記的職業にたいする社会史的分析は，イギリスでも
資料は十分とはいえない。さらに労働者階級への関心に比較して，中流にたい
する関心は従来著しく低い状況におかれて来た。この限界のうちでなおその生
成と増大の契機を把握しておく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　たしかに，H．G．ウエルズの例にみられるように，書記職員とは，ヴィクトリ
ア社会では，ひとつの有力な上昇移動のステップを構成していた（Mackenzie，
N．＆J．）。
　（1）ロンドン郊外の小さな商店主であった父親と，上流階級に仕え，裁縫
師・美容師の資格をもつ母親の子供であったウエルズは，成長しつつあるビジ
ネスの世界で成功への途をたどらせようとした母親によって，当時の慣例で生
地商に見習い（4年聞の隼季奉公）にだされた。そのためには無理をして50ポ
ンドのプレミアムが支払われた。「息子たちを申産階級の下層社会のなかでわ
ずかでも出世させるために，猟犬のように追い立てる」ものと考えた母の計ら
いであった。しかし，ウエルズは，週70時間の労働と僅かな小遣いと粗末な食
事に耐えかねる。しかし，この見習い以外には，当時のイギリス社会を支配し
た「既に決定された提」である階層的生活様式の壁をのりこえるため，「少な
くともホワイトカラー的な杜会的地位につくための切符」を得るためには，た
とえ内容貧弱といえども学校しかなかつたので，機会を求めてサウスケジント
ンの科学師範学校に入学し，教職に指向を転換する。「彼のような階層の少年
にとって，教育はそれを上って行く事によってその階層からぬけでるという希
望のもてる，たったひとつの梯子であった」（Mackenzie，T，54，64，71）。こう
した実像に迫る資料は，C．ディケンズの作晶における描写に求めてもよい。
　（2〕　しかし，ロックウッド以後，あるいはアンダーソン（Anderson，G、），ク
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ロシックらの一層詳細な社会史的データと分析が追加され，またロックウッド
の分析を補完するような，書記職員の分野別の特性にたいする分析が進展した。
にもかかわらず，当時の書記職員の職業的な舞台が，企業の会計室（C㎝nti㎎
house）に中心があったことは明らかである。ただし，ロックウッドに欠けて
いるのは，業種と規模による違い，あるいはブラックコートの職務領域の拡大
や分化の過程についての分析である。
　　　　　　　　　　　　　　　　3
　最初の工業国家としての産業革命の展開は，国内・外にたいする「弾力的な
商品の安価な生産能力」をイギリスに与えたが，19世紀の前半は，その工場シ
ステムにおける「目に見える手」（Chandler．A．D．Jr．）としての管理一事務職
能の確立と，これにともなう聞接労働の雇用増大が進行する以前であり，むし
ろ「大規模で活動的な商船隊」による貿易をつうずる資本蓄積が商社活動を拡
大させ（Landes，D．S．），それがクラークの雇用を促進した時代であった。
　（ユ）土地保有者を別として資産の蓄積に成功したのは，とりわけ貿易関連の
分野であった。ヴイクトリア期のイギリス経済の支柱のひとつは，貿易関連の
商社（mercanti1e　house），さらに倉庫・海運・ブローカーの活動であった。
　オーチャード（Orchard）の記述では，1860－70年代には，リバプールにおけ
るこれら業種に属する企業は，4－5，000に達していたが，平均して4人の書記
を擁し，例えば，倉庫業では主任（principal），会計（bookkeeper），販売担当
（sales㎜n），出荷担当（packer）それぞれ一名であり，倉庫内部の一隅の暗い
空問に席を占める（Anders㎝）。マンチェスターも同様である。
　（2）プローカー（brokers）や倉庫業者（warehouse）の場合もまた，雇用は
単位別には少数であり，オーチャードの指摘（1871年）では，オフィスの構成
人員は平均4人，時にはこれに出納担当（cashエer），支配人（mamger）が加わ
る。もっとも小さい場合には，給仕（o笛ce　lad）とパートタイムの職員だけで
オフィスが成立した。
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　（3）しかし，海運業はむしろ例外的に人員規模が大であった。汽船会社54社
で，1，000名を越える雇用を擁し，平均して一社20人と計算できる。そこでは，
すでに次第にオフィスの部門化が進行しつつある。例えば，部門化の進展につ
いては，MerseyDocks＆HarbourBoardは300人の書記職員を抱え，その職能
の分化（Harb㎝r　Master，Dock　Tra飾c，Secretary，Bcokkeeping，Check　O脆ce，
Marine　Surveyorなど）が見られる。これに関連して，さらに注目すべき分野
は，海上保険であり，14杜は総数450名の書記と見習いを雇用した。
　こうした経済活動領域は，貿易・海運・倉庫・流通といわず，いずれも市場
の不安定性（通信・海運などにおける不確実性）をもつ。そのため市場情報に
ついてのスピーディかつ信頼可能な獲得と提供によって経営者の信頼を博する
だけの「広いビジネス知識」がブラックコートとして成功するための要件のひ
とつであった。
　（4）他方，ランデスの指摘するように，イギリスではすでに18世紀において
貨幣単位の統一や，金融組織の発達，そして信用証券がひろく用いられ，個人
銀行の展開が見られた。産業革命の進行にともなう企業経営は，固定資本以上
に運転資本を必要とし，銀行の信用供給の重要性もまた，ブラックコートの増
加の要因といいうる。当時すでに銀行職員（Bank　Clerks）は，労働貴族をも
じって書記職員の貴族（劃rist㏄racy　of　c1erica1professi㎝）とされていた。その
支店ネットワークの形成が，職員の採用を増加させただけでなく，職員層の
キャリア構造を制度化しはじめていた。この点で銀行は，ユニークであった
（Crossick，114一）。銀行は，多数の支店網の拡大を通じて，ブラックコートの
上昇機会を提供する。比較的早く内部組織の分化を進めた分野では，内部昇進
の可能佳が次第に制度化される経路を指摘できる。full　c1erkから，最終的に
はmanagerへと到達する機会も提供されていた。
　（5）保険もまた，企業としての基盤を確立するにいたっていた。例えば，
RoyalExcha㎎eAssurancesは，すでに1840年代の6部門一48人のオフィス要
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員を擁している（1900年には7部門一149人に要員が増加し，さらに1914年，
8部門一314人の書記を擁した）。この部門化と要員の下方拡大の過程で，長期
勤務者には，少なくとも支配人代理（deputy　manager）への昇進機会が約束さ
れることになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　本来18世紀末期におけるクラークという言葉には，事務部門の管理者とルー
テインな書記的職務の担当者の双方が含められていたが，次第に，manager，
superintendentという言葉が，より下級のブラックコートとは分離して用いら
れるにいたったことも，そのキャリア軌道の制度化のスタートを示唆している
（Anderson，136）。さらにこうした金融・保険関違の経営は，ロンドンーとく
にシティーを中心に活発であり，そこに雇用された書記職員層と，輸出入関連，
あるいは次第に成長する製造業関連の職員との労働条件の格差に投影する
（Rubinstei皿，W．D．）。こうした業種問の分化について，ロックウッドは触れて
いない。
　他方，後述するように工業的生産単位は，19世紀中期において，従業員規模
200人未満が圧倒的であり，かつまたその60％は，規模50人以下であり，いま
だ労働力における間接職員の需要は顕著とはならなかった。第二次産業革命ま
では，なお全体としてイギリスの産業一工業経営の規模は，零細であった。に
もかかわらず，しだいに労働力管理，また，生産管理についての人員需要がす
でに発生していたのである。しかし大規模なコーポレーションの展開は，最終
的にアメリカに遅れる。その理由については，別途分析する。
　以下，ブラツクコートの職業的ヒェラルキーとそのキャリア構造の制度化の
展開について触れておく。
m　キャリア構造
ブラックコートのキャリア形成は，ヴィクトリア朝では，見習いからスター
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トする。見習い制は，ビジネス上の用語の習得にはじまり，新規入職者に長期
にわたってビジネスにかかわるノウハウを伝達し訓練すること，経営者との相
互信頼関係の形成を必要とすることに発する。しかし同時にこの期間は，ブ
ラックコートにとっては「隷属の時期」（a　period　of　servitude）でもある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　見習い制は，ビジネス上の慎重性の結果でもある。また，当時，見習い制が
学校の規律と訓練の置き換えとして，見習いを生徒と同じに扱い，何事も徹底
して訓練するには十分な時間だけオフィスに留めておかなければ駄目だと考え
られていたからである。「独立を確保するまでは，男らしさの特権を期待する
のは誤り」と教え込まれる。
　入職とは見習いとしてスタートすることを意味する。（3〕書記の職務内容は，
極めて多岐にわたる。その職務は，例えば倉庫業，木綿ブローカーの場合，封
書の宛名書き・苦情の受付から，文書の筆写，通信文書の仕分け，領収書・送
り状の整理，細かな計算書のコピー，手形の記録，送り状の点検，などに費や
される（Crossick，44一）。定型（ルーティン）事務処理を主とする段階では，
書記的作業は，ビジネスの手続き部分にかかわることに限定され乱ほぼ三年
を経て下級書記G㎜ior　Clerk）になれば，売買のノウハウの訓練とその実行が
主たる職務となる。さらに上位に達すれば，通信文書の処理，顧客との対応，
あるいは新規顧客の開拓にあたり，そのために取引に必要な詳細な知識（取引
の㎏mSと情報保有）が不可欠となる。さらに取引の最終情報としての元帳
に精通する上級書記は，経営者との関係の密度が必然的に深まるほど，経営上
の機密にも接近することになる。
　しかし，下級者は，例えば商業関連の場合，在庫晶管理からときには荷物の
出入記録以下の雑事で時間を食う荒らされる（CF．㎞ders㎝，Lockwood）。銀
行は別として，給与は低い。しかし，これに耐えさせたのは独立自営の機会の
追求に必要なより具体的なビジネス情報への接触の利益であった。
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　（1）入職の経路は，より一般的には新聞広告をつうずる求人ないしは求職広
告であった（例をあげる一“Wanted　in　merchantls　o筋ce，ay㎝th　writi㎎a　good
hand　and　quick　at丘gures”，“Wanted：a　situati㎝as　Book　Keeper，mderstands
double　or　sing1e㎝try”）。この種の採用にあたって，推薦状（testimonial）は不
可欠である。とくに銀行の場合，個人の推薦状による採用が優越した
（Crossick，38）。書状の書き方（beggi㎎letterは不可とされた）もまた評価の
的とされ乱そのほか，私的紹介機関も成立した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　（1）労働条件は，厳しく，かつ夜問におよぶが，勤務条件をめぐるフォーマ
ルな規定は存在しなかった。19世紀末期から，銀行・商業部門で，富と名声の
物理的シンボルとしてのオフィスビルの建設の時代にいたるまでは，オフイス
の物理的条件もまた，きわめて劣悪であり，1910年までは，工場法（Factory
and　Shop　Act）の対象にならなかったことから，空気の流通の悪い環境での固
定した執務姿勢は，結核を多発させたといわれる。給与もまた，年功もさるこ
とながら，しばしば出身階層や推薦者の地位による窓意的裁量によるバラッキ
が見られた。その背景には，経営者のパターナルな窓意的支配（paternaliSm）
がひかえている。逆に経営者にたいする忠誠証明は信頼を生み，それは反対給
付（reciprocity）として，雇用の安定，あるいは退職年金，賞与（gratuity）あ
るいは賭り物が期待される。ただしこれまた窓意的であった（Anderson，30一）。
　／2〕上昇移動の機会は，独立して比較的小規模経営の自営に転ずる経路があ
るが，現実にはその可能性は隈定される。むしろ，次第に支配人レベルに達し
たのち「共同経営者」（パトナーとしての処遇の獲得一とくに卸業）へと昇進
することもまたひとつの道である。しかし，そのためには，上長への敬意，ク
ラークとしての規則的行動の実現にはじまり，業務知識の獲得・忍耐・ビジネ
スにたいする熱意と精励，素早い判断と，経営者にたいする個人的忠誠は不可
欠であった。逆に，私的生活における負債や不摂生のマイナスは大きい。一面
　ユ8
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で，民間のブラックコートの成功と上昇意欲は，当時「悪名高い」（Crossick，
21一）ものがあったとされる。
　（3）もちろん，当時の民間経営が職員の採用と内部的処遇についての「雇用
官僚制」σacoby）の展開に向かう努力において原初的であったことは，その
経営規模からも当然であつた。しかしそのうちでも，銀行は相対的に，内部昇
進による上昇機会が大きく，かつ所得水準が高かったと判断される。銀行書記
は当時書記貴族と言われたが，オーチャードは，年収160ポンド以上の所得に
達した書記職員の比率には分野の違いが大きいという（銀行44％，保険46％，
政府37，製造28，商業23，鉄道は10％に止まる）。
　銀行のブラックコートのキャリア軌遭について，アンダーソンは，The
North　and　South　Wales　Bank（ユ836年リバプールで創立）の例を上げる。銀行
職員は，見習い10年をへて，能力と勤勉・精励を具体化することで会計書記一
出納書記に昇進し，支店聞移動をへて本店にもどり，最終的に支配人へと昇進
する階梯が次第に設定される。
　この銀行の1850－1875年において採用された書記職員（ユ83名のうち，判明し
ているものユ74名）のキャリアについて，1875年に到達したレベルを示す
（Anderson，22－23）。支店managerに到達したもの3迅名，managerialpost一本
店の主任書記19名，年俸100－150ポンドに到達した書記30名，見習い（標準的
には10－12隼）から正式職員に採用されるにいたったもの24名である。他方，」
横領・能力の欠如・不服従で免職された者は21名を数え，自発的退職者17名，
転職した者14名（これには，銀行業務の習得を経て，父の経営の継承者が含ま
れる），病気退職者7名，在職死亡者8名，合計174名である。この数字の背後
には，逆に，オフイスの規律の厳しさ一学校的規律の強制，無断欠勤にたいす
る罰則，アルコール・負債にたいするサンクションの厳しさが見られ季。
　付言すれば，こうしたブラックコートにかかわる実態牽中二こ・とした多くの研
究は，ロンドン以外の都市における書記職員を対象とする。これにたいして，
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ルビンスタインは，ロンドンこそ，大規模経営一鉄遣から小売にいたるまで一
が集中し，さらに雇用市場としての意味の大さに注目する必要を強調する
（Cf　Perkin，H，S．）。
　また極めて概数であるが，1861年の推計では，書記職員として分類される人
口は，9ユ，000人であるが，女性は0であった。しかし，1891年には，男子書記
職員は370，000人，女牲は19，000人，1911年にはそれぞれ561，000，125，0Q0人
となり，女性化はようやく19世紀末にスタートするにとどまる。
IV　「成功神話」
　ブラックコートになることは，ヴィクトリア期の申流下層（「労働貴族」や
小自営業主，あるいは下級ブラックコートなど）を出身母体とする若い世代に
とって，社会的上昇移動への第一のステップであった。この移動アスピレー
ションを刺激し，職業としてのブラックコートに参入させた要因として，まず，
当時の「立身出世」のイデオロギーの作用があげられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　ヴィクトリア時代は，一面では伝統的なイギリス階級秩序の急激な動揺期で
あった。例えば，1859年のスマイルズ（Smiles，S．）の「自助論」（Self　Help）は，
イギリスにおける「立身出世」の範型となる人物（例えば個人的な成功事例と
して，労働者にはウエッジウッドが，書記階層にはキュナード汽船の創設者が
成功者の例として引き合いに出される）をつうじて社会的上昇移動への努力の
強調に終始する。個人的成功（pers㎝al　su㏄ess）の実現は「新しい美徳」
（皿eW　Va1ue）一とくに節約・忍耐・勤勉による。最終的には個人の努力によっ
て「ジェントルマン」になるためには資産の蓄積は不可欠である。その手段は
自助であり，忍耐であり，これを通じて人間的独立を獲得すること，外面的表
現として，礼儀と心の広さ，見苦しからざる外観を身につけることにある。こ
こでいう「ジェントルマン」とは，後述するような継承された特権の産物とし
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ての「ジェントルマン」ではない。
　この「成功神話」について，従来のイギリスの研究者一例えばロックウッド
らは，必ずしも正面から触れていない。アメリカにおける社会的移動の現実へ
の関心（「アメリカンドリーム」一American　Dream）の現実との一致一乖離へ
の関心の高さが，ホワイトカラー研究のひとつの契機であるのと比較して，過
去における流動的な社会移動への関心の低さ（Crossick，34）が指摘される。’
　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　たしかに，イギリスでは伝統的な身分的階層社会における移動障壁を越える
努力は，まず19世紀にはいっての工業化と持続的な経済成長過程における新興
ブルジョア階層によって担われた。彼らは次第に中流上層のクラスターを形成
し，第一次選挙法改正による選挙権の獲得（1832），あるいは自由貿易政策の
確立への政治的発言力の獲得，そして強烈な地位指向を表現した。ヴィクトリ
ア時代の成功神話のシンボルは，その最終到達点において，「ジェントルマン」
的生活様式の実現にある。成功した企業者は，まず金融・貿易の分野でもっと
も経済的な蓄積を達成した（C正Landes）。彼らは，土地を買い，地主化し，伝
統的貴族層の生活様式に接近し，疑似的ジェントリーを指向する。地位上昇移
動のシーリングであるジェントリーという身分階層そのものに参入することは
困難だとしても，少なくとも接近可能なのは，文化的階層としてのジェント
リーの「生活様式」（modus　vivendi）の実現であった。「ジェントルマン」へ
の強力な地位指向を抱く中流上位階層にとってもっとも接近可能だったのは経
済的な資産の蓄積を基礎」としてジェントルマンリーに振る舞うこと一社会のメ
ンバーにたいしてその優越性にたいする敬意を要求しうる生活スタイルを実現
することにある。さらにくだって，「成功神話」は，ひろくブラックコートに
たいしては，具体的にはこの中流上層が部分的にアクセスすることに成功した
「ジェントルマン」的な生活スタイルをさらに漆少化された形で実現すること
を教える。あるいはその可能性をもつという点で中流上層との地位のヒエラル
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キーの違続性をみいだし，自らを生産労働者以下の階層と区別されるべき存在
とし，より短い射程ではあるが社会的地位の達成というアスピレーションを抱
くよう，ウォームアップ（wamup）する役割を果たしたのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　もちろん，「ジェントルマン」乃至「ジェントルマン」的ということの定義
は難しい。本来，ジェントルマンの構成は複数の属性をどこまで保有するかに
よる傾斜性を示す。「成功神話」が刺激材料とする「ジェントルマン」となる
ことは，いわば倭少化されている。なぜなら，それは既成社会の強固な身分的
階層秩序（estab1ished　society）の末端につながることを意味するにとどまるか
らである。イギリスの「ジェントルマン」とは，その個人的属性としては，基
本的には伝統的上流階層の明確な属性の保有と享受にあるからである（Cf．
Guttsman，W．L．1954．1969）。
　（1）家族的系譜における「品格」をもつこと，
　（2〕資産の所宥一田園部に最低でも数百工一カー規模以上の土地と邸宅を保
有し，大規模借地人をつうずる農地貸し付けによる所領経営から生ずる富を保
有すること，
　13）生活における召使の使用に始まる箸修と安楽な生活を享受しうること，
　（4）一定の外観，礼儀正しい挙措を示すこと，
　（5）リベラルな教育（ギリシア・ラテン語と人文主義的教養）を受け，豊富
な自由時聞の消費と「大旅行」を経験しうること，
　（6）　「ジェントルマン」社会をつうずる情報交換チャンネルを利用しう名こ
と，
　（7）日常生活において広くマスターとしてふるまうこと，
　（8）社会の指導的存在としての高潔・誠実・名誉・雅量・教養などの美徳を
体現すること，
　19〕ジェントルマン社会に内部的な行動規範（code）を実現すること，
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　αo生活手段としてでなく，なんらかの「大義名分」のもとでの（通例無償
の）職業を保持すること（下院議員も長期にわたって無給であった）などがあ
げられる。
　したがって，厳密にはジェントルマン階層への参入にはシーリングが存在す
る。“g㎝tnity”（nob洲ty）としての「晶格」は，まず爵位貴族（Duke，Mar－
quess，Ear1，Viscomt，Bar㎝）という世襲大土地保有者か聖職者であること，
紋章（Coat　of　Arms）の使用を公認されていること，それ以下でも少なくとも
サーの称号をもつ準男爵と一代限りのナイト，乃至はサーの称号をもたないエ
スクアイヤーと「単なるジェントルマン」一ジェントリーとされる階層の一員
であることを意味する。
　ちなみに1630年代で，上院貴族148家族，準貴族300，ナイト1，500－1，800，
エスクワイヤー7－9，000，ジェントー14，000家族で構成された。ジェントリーは
「名望家的統治階層」として官職（MP，あるいは治安判事，州長官など，し
ばしば無給）についた（Scott，97一．219一，Cf．Briggs，A．，Laslett，P、水谷三公．
小池滋）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　経済的成功を実現した中流上層にとって，上昇移動のシーリングであるジェ
ントリーという身分階層にただちに属することは困難だとしても，少なくとも
接近可能なのは，経済的資源の蓄積を基礎とする文化的階層としてのジェント
リーの「生活様式」であった。「ジェントルマン」的生活は，中流上層階層の
有力な生活エトスを作った。陛活様式」としのジェントルマンの属性のひと
つは王「肉体的，機械的な仕事，あるいは専門職業であろうと仕事をしないで
怠惰に生活する能力」を意味し，具体的には安定的な資産を蓄積することにあ
る。強力な地位指向を抱くにいたった中流階層にとってもっとも接近可能であ
る「ジェントルマン」たることの内容は，経済的な資産の蓄積とともにジェン
トルマンリーに振る舞うこと一社会のメンバーにたいしてその優越性への敬意
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を要求しうるだけの実力にあった。
　ヴィクトリア時代には，中流上層一墓本的には，ビジネス経営者，以下，富
裕な農民・商店経営者や貿易業経営者によって構成された一はジェントリー下
層との相互浸透はあったが，少なくともその階層の上限は明確に限定されてい
た。
　「ジェントルマン」的生活指向の実現には，経済的資源の獲得と蓄積を予定
する。マズグローヴ（Musgrove　F．）は，ユ9世紀初頭の蒔点で最低でも年収200
ポンド以上を稼得するか，あるいはそれ以上に過去に蓄積された家族資産に
よって，生計のための勤労の必要のない地位を中流上層と規定する。逆に，申
流としてのミニマムレベルは，年収で1815年の時点で60ポンド，さらに1879年
で150ポンドと推計される（Rubinstein　W　D．）。このレベルの周辺にある部分
は，ブラックコートとしての公務員では事務官（E・e㎝tive　Class）以下，民問
書記（会計・商業・中・初等教員など）の大群によって構成される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　すでにふれたように，土地所有は，イギリス社会の政治的・経済的・社会的
前提（assumptions）であり，それこそ，身分（standing）・独立・知性・倫理性
の根拠であり，また「杜会的資本の動員」（patronage）一縁故の利用をつうず
る地位実現の源泉であつた。しかし，上流階層の存立基盤である土地の継承も，
男子単独相続制のもとで，次三男以下は排除される。しばしば，上流家族にお
ける次三男人口は，その地位の歯止めとして，専門職業，あるいは上級官職に
参入する。
　彼らもまた，「ジェントルマン」の属性の一部を保有し，かつ中流上層の構
成要素となる。下級のジェントリーにとっても，下院議員，治安判事などの閑
職でしかも名誉ある無給の公務につくか，東インド会社をつうずる植民地経営
に参加するか，あるいは軍務につき，将校団の一員として戦争経営に参加する
かが，そのキャリア軌道であった。
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　専門職業は，いわゆる「学識ある」ことの折り紙つき（ha1lmark）の職業と
して，ヴィクトリア期には，パブリックスクールと大学を母体として供絵され
た。当時の高等教育の頂点としてのいわゆる0xbridgeは，1200年代からス
タートし，学寮（ホールの一種，評議員教授と学生の自治団体）を中心として
構成され，卒業生中心の尊門課程の研究員が構成した。両大学とも中世以降，
基本的に神学一特に国教会の聖職者養成に始まる。したがって，聖職者支配の
様相が長期にわたって持続した。次第にこうした教会支配の及ばない法律学あ
るいは医学教育という古典的專門職業従事者（professmals）の養成にあたる。
しかし，そこに子弟を送り込んだ上層部分は，Oxbridgeを貴族化・郷紳化し，
さらに古典の学習を通じて優雅な文芸に通暁することを目指す子弟の「優雅な
社交の場」とした伝統をもつ。むしろ，「いかなる専門的知識をも身につけて
いないということが，優れて紳士教育の特徴であった（Simon，T．17，Rothblatt，
S．）。
　医学部は，ジェントルマンとしての内科医（physician）を供給した（これに
たいして，外科医や薬剤師は教育ヒエラルキーから外れていることをもって劣
位とされる）。あるいは法学部は，法廷弁護士（the　Bar）を供給する（これに
たいして，事務弁護士一SOliCitOrはかつての大法官府の閑職である一は下位に
たつ）。
　弁護士・医師いずれもパブリックスクールを媒体とする古典教育を経由する
ことをもって，ジェントルマンとしての杜会的評価を受ける。外科医やソリシ
ターの職業内容は，一種の熟練（Craft）を要すること，見習い制を要し，逆に
大学教育も家庭教師も，「大旅行」も経験しないことのゆえに，ジェントルマ
ンとして待遇されない（Reader　W．J．，48－67）。
　漸く，専門職業もまた，教育過程の制度化・試験による免許（license），そ
の力による同職団体化が進行し，内部自律のための登録取り消し（striki㎎一
〇笛）などのサンクションが公定される。官職一とくに上級官職がパトロナー
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ジュによって獲得された時代もまた，メリットシステムによる変化を経験する
ことになる。
　たしかに有力な商業経営者や，成功した製造業主が，ジェントルマン階層の
構成要員として承認されるために充足すべき条件のひとつは，子弟の教育を通
ずる文化的資本の獲得にある。彼らが，いったん経済的成功を実現したあと，
教育システムにおいて有利性を獲得するための回路となるのは，パブリックス
クールであった。
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　工業化への離陸が達成されたヴィクトリア朝期を中心とするイギリス教育は，
経済的発展に必要な人的資源の供給においては，必ずしも適合的ではなかった。
その理由は，まず，中等教育における伝統的な階層障壁による教育内容の限定
にある。
　（1〕グラマースクール　本来グラマースクールは，中世から近世に誕生し，
16世紀に300校，1860年には3，000校に達していた。主として大学進学のための
子弟を収容し，初等・中等教育を施した。その中心は，ギリシア・ラテン語で
あり，とくに公用語としてのラテン語は，社会的上層に接近するうえで不可欠
であった。多くが国教会の支配下でローカルであり，理事者も地域の教区牧師
やジェントリーであり，あるいは地方自治体によって管理されてきたが，沈滞
するにいたった。古典的大学への参入は，グラマースクールの通過によるが，
そのうちでもオックスブリッジヘの入学の確実な門とされる突出した評価を獲
得したのがパブリックスクールであったω。
　／2〕パブリックスクール　本来Oxbridgeへの予備教育を旨とし，ラテン・
ギリシア語の古典人文学や数学を中心とした。たしかに，パブリックというよ
うに，17世紀までは，少数ではあったが給費学生をふくみ，比較的下層の子弟
にとって上昇移動の機会を提供していた。王侯・貴族・地域資産家の寄付によ
る基金立学校（Endowed　School）として墓本財産をもつか，教会やギルド団体
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が独自の基本財産によって運営するうえで必ず貧しい少年を無料か安い授業料
で教育することが定められていた（特許状）からである。しかし，創立以来の
無料入学者の教育枠は次第に滅少し，ついには廃止される（19世紀後半）。結
局，下層子弟の入学の道を閉ざし，この流れは「パブリック」の意味を限定し，
地域性を希薄にし，全国から学生を集めるエリート養成学校としての性格を強
固なものとする。
　とくに学費は，19世紀から今日にいたる期間で，イギリス人口の95％の平均
所得を上回り，まさに閉鎖性・排他性の手段であった。本来は寄宿制により，
かつ最高学年（six－form）以下学年序列に従う生徒の学内自治を特徴とし，さ
らに19世紀に入っていわゆる“Ath1eticism”（集団的スポーツ・クリケット・
フットボール・ボートを中心とした）によるジェントルマンとしての教育が強
調されたことはよく知られている。とりわけ，自己規律，自由の尊重，男性的
挙措，そして「教養」と体育を通ずる男性的ゲームの能力などがその教育の中
心であった。
　ジェントルマン（gentleman）とは，一種の「文化的身分」を意味するかぎり
で，これにアクセスすべく，次第に実力を蓄積した中流上層子弟が大挙流入し，
パブリックスクールの数は増加する。中流上層の生活エトスは，伝統的「ジェ
ントルマン」の属性の］部の内部化にある。ジェントルマンの行動特性を植え
付け，かつこれを拡散させる点で，伝統的パブリックスクールの果たした役割
は大きい。パブリックスクールが，地位形成の機能をもつことは知られている。
　パブリックスクールの効用は，学校を通ずる社会的ネットワークの獲得の機
会であり，それは上昇志向の強い中流上層の子弟にとって，一父の達成した経済
力にプラスすべき社会的・文化的資本の蓄積のメディアだったからである。
「見えざる帝国」（Lewis＆Maude，22一）としてのパブリックスクールは，杜
会的ネットワークの獲得とその拡大の機会を供給したのである。
（3）これにたいして，19世紀には，「パブリックスクール」とは別の形のい
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わゆる「私立学校」（Private　School）が登場する。基本財産をもたないから，
法的規制をうけず，自由な教育の実現も可能であり，かつまた経営の不安定も
別の一面である。その増加の契機は，中流階層の増大や社会的発言力の強化，
そして，「ジェントルマン」的生活様式の支柱としての教育機関の需要による
よりはプラックコート職業への参入と成功のステップとしての社会的需要であ
る。
　14〕こうした中等教育の世界における伝統性にたいてし，産業革命以降の経
済変動と，これにともなう新たな人的資本の需要は，とくに1820－30年代から
のアカデミー，インスティテユート，など，多様な私立学校をうみだしたが，
その主力はいわゆる「共同出資立学校」である。それは，人的需要の方向につ
いての共通の思考を共にする人々の共同の出資によって設立された。例えば，
1837年のレスター市と同州のため，貿易・製造業者などのグループが主導して，
比較的安い授業料で産業界に身を投じようとする子弟に準備教育が始まる。
　いわゆる「共同出資立学校」（Proprietary　School）は，株式による資金調達，
その保有を入学条件とする。教育課程は近代学科を広く加えることで従来のパ
ブリックスクールと区別されるが，多数の学校のうち，少数は次第にパブリッ
クスクールに加えられるだけの評価を獲得する。
　これにたいして，多数の私立学校は，グラマーや充実を図った「共同出資立
学校」にたいして，しばしば営利追求的であり，さらに中流下層とされた自営
の小規模商業経営者や職員，労働貴族の子弟を収容する。ここで，次第に教育
の階層化が形成される。いずれにせよ，こうした教育機関が伝統的な学科編成
を変箪して，経済発展への担い手を輩出するまでには，大いに不適合な伝統的
教育機関とこれを支える身分的秩序が長く存続してきたのである。
V　市場能力
ブラックコートになることは，この時代の中流下層を出身母体とする若い世
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代にとって，少なくとも杜会的上昇移動の第一の契機を実現することであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　19世紀におけるクラークの「市場能力」やそのキャリアの展開のスタートは，
まず，その筆遣いの巧み（writi㎎a　good　hand）と計数能力（quick　at　Ogures）
の保有にある。この情報処理にかかわる事務的能力の基礎としてのリテラシー
（識字能力）にたいする労働力需要は，中等レベルの教育修了者の供給を要す
る。クラークの「市場能力」は，この需給バランスにまず依存する。
　とりわけ，ポラード（Pollard，S．）は，クラークにたいする需要の契機とし
て，まず会計管理要員の必要の増大を強調する。とくに民聞経営の場合，官庁
経営と比較して，経済合理性の追求は不可欠であった。
　近代資本主義における利潤志向的企業は，家計と分離された財貨調達とその
運用における経済計算の合理化を要することはウエーバー，あるいはゾンバル
ト（Sombart，W．）らが指摘したとおりである。利潤一貨幣的価値量一は一個の
数量的な価値であり，それは，一切の経済事象を抽象的な数量として扱い，こ
れを文書化することにつながる。そのために，複式簿記による経済計算の客観
化，そして期首と期末の状況の比較対照と予算・決算の確定にとって会計処理
は不可欠であった。これこそ，「資本計算」である。複式簿記は，14世軍以降，
イタリアルネッサンスの商業経営に発するといわれるが，その方法が標準化さ
れ，オフィスーとくに会計室（c㎝血ti㎎house）における独立した職務として
書記集団によって担われるには，資本主義的産業化の展開を要する。大量化す
る『資本的手段」の動員の合理憧にたいする関心は，必然的に会計原則による
費用」魔益計算の確立と標準化を要する。
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　イギリスでは，歴史的には，会計処理の合理化を具体的に必要としたのは，
まず，不動産管理であった。チューダー時代以後大規模土地所宥者の召使とし
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ての管理使用人（stewardship）によって複式簿記が用いられてきた。土地資産
がもたらす賃貸料・小作料，租税，木材の売却をはじめ，さまざまな形態の会
計計算が資産の運用効率をはかる観点で利用された。しかし，この例は，産業
革命以後の企業管理には適切とはいえなかった。なぜなら，標準的処理手続き
に欠け，記帳の「見通しやすさと理解しやすさ」において不十分であり，さら
に会計処理の技術は，一種の伝承によって伝達されたにとどまる。
　第二の分野はすでに指摘したような古い歴史をもつ流通分野一商業，銀行と
海運業におけるオフィス内部の会計室における会計機能の組織化である。ここ
では，すでに複式簿記システムが採用され，さらに遠隔地との経済的情報処理
と操作は，記録とともに利潤計算上不可欠とされた。さらに，書言己的職務には，
横領の防止というネガティヴな目的も与えられた。
　いずれにせよ，会計管理意識は、次第に経営の成長にともなって確立される。
なぜなら，産業革命後のいまだ経験の蓄積なき経済状況における経営の合理性
の追求は，リスクの回避だけでなく，経済計算の定期性・規則性・確実性に依
存せざるをえなかったからである。
　しかし，問題は，論理と必要とのギャップであった。なぜなら，いまだ体系
的な事務と管理にたいする教育は存在せず，過去に案出された処理のノウハウ
のリプリントが伝承され，伝習されたにとどまる。また必要な人員の確保も，
体系化された処理方法もまた未開発であった。それゆえ，会計管理の重要性の
自覚は，クラーク需要の増大の契機であった。
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　次第に，ポラードが指摘するように，「製造・商業社会の経済的・社会的力
に，その必要に適合する教育システムが上乗せされることになった。」。ユ8世紀
はこの点でいまだ「暗黒時代」であった。イギリスでは地域的格差はあったが，
ようやく，19世紀に入って北西部を中心に初等教育が普及しはじめ，最低だが
リテラシーを身につけた労働力がロンドンを目標として，移動しはじめる。ま
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た，とりわけ，北イングランドは，銀行・商業書記の大量の輸出地域となる。
　パーキン（Perkin　H．J、）は，ヴイクトリア朝において，この需要に対応する
私立のビジネス専門学校（acad㎝y）が多数が輩出し，必ずしも内容は十分で
はないが書記的労働力需要に対応するにいたった事実を指摘する。その需要は，
「最初の工業化文明」の登場とその拡大によって，中流下層（「労働貴族」を
含めて）の子弟をクラークという拡大機会の大きいノンマニュアルな職業にひ
きっけ，ひとびとはこれを将来における成功への最初の手掛かりと評価したこ
と，クラークとなることは，さらにより専門水準の高い，市場能力の評価され
る上級の書記的職務への接近の機会であり，かつこれを需要する経営の高度化
の必要に対応することになったという。たしかに，当時のイギリス中等教育に
ついては，パブリックスクールをはじめとする伝統的教育機関は，いずれも，
こうした職業的キャリアにたいする準備という直接の効用に欠ける（Musg－
rove，F．）。これにたいして，寄宿舎制度によらない通学制の中等教育機関
（Day　Proprietary　School）は，ユ9世紀に入って急速に増加し，1820年代にすで
にその数は10，000に達した。また，グラマースクールでさえ，その教育課程に，
速記，簿記，商法，現代語（c㎝mercial1a㎎uages）を採用しはじめる。教育を
つうずる好ましい水準の所得の獲得と社会的地位上昇の機会を求めて，書記的
地位をスタートとする指向の成立が確認される。
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　「ある国の産業化以前の歴史は，産業化の経過，遠度，その性格に影響を及
ぼす。とりわけ，産業社会以前の支配的エリートの利害，見解，行動様式は
『産業化』として一括される経済成長の過程，社会経済的な変容を規定する要
因となっている」（K㏄ka，J．，61一）。
　19世紀イギリスの中流下層の一部の構成したクラーク階層は，社会的上昇機
会の遣求についての多くの社会的障害（ca・eer　b1ocks）に直面せざるをえな
かつた。
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　その障害のひとつは，上述したように官職にたいする人員配分が，伝統的な
身分的色彩をひきずり，かつ参入への教育階層化によるブロックが持続的だっ
たことである。長い閻，官職の世界には，とくにジェントリー以上の階層に属
する子弟、長子のみならず，長子相続制のもとで世襲的優位を享受しえない次
三男以下の男子の流入が見られる（Landes　D．S．）。しかも，彼らは，主として，
エリート的地位への太いパイプとしての学校（パブリックスクール）の教育を
武器とし，さらに家族のもつ社会的資本によるパトロナージュを通ずる上級宮
職から專門職業，将校団，聖職者，あるいは植民地社会における役職を占有す
る努力を蓄積してきた。
　近代官僚制のひとつの条件としてのメリットシステムは，19世紀後半にはじ
まった。しかし，試験制度による公務員の上位の職階一Administrativeαass
への参入は，高等教育の通過を現実的に必要とし，事務官・書記官からの参入
は不可能とはいえないがその機会はきわめて乏しい。いずれにせよ，有利な教
育への接近機会は，まずその職業的パースペクティブを限定する。また，これ
と違結する職業配分が，公務の世界では，メリットシステムによってかえって
固定化され，いわゆる「ジェネラリスト」優位といわれるイギリス官僚制機構
が強化されたことはよく知られているところである（CfKelsall）。トレベリ
アン・ノースコート委員会の報告以後の公務員採用におけるメリットシステム
ヘの変化にともない，事務官・書記官職階は申位の教育を受けた青年たちの志
向を動員した。このメリットシステムの採用は，当時の中流下層の子弟にとっ
て一種の「権利の章典」（Bill　of　Right）だとされた。
　しかし，公務員の事務職階の需要には，成長限界があり，また教育水準と現
実の職務内容一とくに書記官クラスーとにはギャップが生じ，過剰教育の傾向
は，ますます公務の世界でのブラックコートの不満をつくることになる。
　他方，民間経営の世界では，もちろん，クラーク階層は，次第に規模の成長
に向かう経営ヒエラルキーにおける必要不可欠（integra1）な部分として自己主
　32
　　　　　　　　　　　　　プラックコートの社会史　　　　　　　　　　　　　　33
張しうる可能性はようやくスタートしはじめたところであった。しかし，すで
に指摘したように，自営への可能性は限定される。当時の「立身出世」という
成功イデオロギーは，クラークの世界でも杜会的出身一家族的背景とコネ
（Crossick，5，41）がもつ意味の大きかったことに触れようとはしない。
　この世界でクラークとしてのキャリアの成功には，有力な個人的・家族的コ
ネを動員しうるか，あるいはクラークとしての勤務が富裕な家族の子弟のビジ
ネス継承を目的とする無給での見習い機会，通過ステップとしての意味をもつ
場合に限定された。現実に，ひろくビジネス上の成功を実現した『企業者」も，
立身出世のイデオロギーが説くような自カ独行の人物ばかりとはいえない。
1750－1850年における著名な工業家132人のうち，30％は，たしかに労働者や小
農民出身であったが，残りは，実業世界で成功した一族の出身であった
（Bendix，R．，T．86，Mantoux，P．，Payne，P．L．，Perkin，H．J，．など）。
　管理上の実務的知識の獲得や、創業者あるいはその二世にとっての信頼性の
獲得（Pol1ard，146一）を通ずる内部昇進と権隈委任の獲得もひとつの可能性で
はあった。しかし利益や株式の配分を通じて共同経営者としての地位上昇によ
るルートを実現する機会は決して豊富には存在しない。内部昇進をつうずる共
同経営者（partnership）に到達する例も無視しえない。しかし，イギリス企業
が，長く家族経営の伝統を保持した部分では世襲原理が持続性を示し，最終的
な資本保有は創業着家族の手中にあり，必ずしも真の意味でのパートナーシッ
プに到達する機会は十分でなかった。
　また，工業化の進展は，例えば繊縫産業のように比較的小資本でも自立と成
功の可能性をもっていたが，第二次部門の中心の移動に伴って，その可能性は
制限される。こうした状況の展開は，ブラックコートのキャリア指向に従来と
は異なる展望を与え，あるいは眼定する。こうした職業的パースペクティヴに
おけるアスピレーションとその限界の認知は不満を蓄積する。
　最後に，近代経営におけるr目に見える手」（Visib1e　Hand）としての管理者
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階層の確立，これにヒエラルキーの上で連続する書記階層の経営内部における
昇進の軌道が制度化される機会が，ようやく産出されはじめた段階でもある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　公務員世界でも民間経営の世界でも，ヴィクトリア社会のブラックコートの
大多数は，すでに指摘したように中流上層とのあいだの容易に越えがたい教育
水準という「文化的資本」や，家族の「経済的資本」あるいは「社会的資本」
の保有と動員をめぐる社会的距離に直面する。またその「市場能力」は，たと
え会計的情報処理に依存し，その機能的必要性が次第に認識されたとしてもな
お，必ずしも高い評価を受けるまでにはいたらなかった。1881年における労働
力におげるもっとも広く取った場合のブラックコート人口のうち，年所得ユ60
ポンド以上の水準に到達しているものは，36％にとどまる。書記レベルのブ
ラックコートにとって，生涯を通じて160ボンドをこえることは困難であった。
　上述したように，マズグローヴ（Musgrove，F．）は18世紀末から19世紀にか
けての中流上層の年所得は200－1，000ポンドの間にひろがること，200ポンドを
越えて所得水準が上昇するほど，「ジェントルマン」的生活様式への傾斜的接
近が可能となると計算する。これに属するのは，職業でいえば，専門職業，聖
職者，小ジェントリー，貿易商，あるいは上位の経営管理者，一部の上級官職
であった。
　仮に200ポンドを下まわる階層を中流下層とすれば，その下限をルビンスタ
イン（Rubinstein　W．D．）は，1799－18！5年代で60ポンド，1879－1880年代では，
150ポンドと推定する。150－200ポンドレベルに属するのは，初等教員，書記階
層であり，その下方に中流的生活様式の実現困難な部分がひろがる㈲。
　ブラックコートの多数部分は，あきらかに，中流といいながら，そのマージ
ナル部分のクラスターにとどまる。この上昇障壁を越えることの困難さは，か
えってその地位意識と品位の保持，より具体的には「見苦しくないこと」
（respectabi1ity）（Crossick，13－4，34一，49）への思い入れを強く刺激す乱それ
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は白己の下方部分にたいする差異化への強い努力を誘発する。中流意識は，ま
さしく下層としての労働者階層にたいするそれであり，かつまた中流上層への
アクセスの期待の維持に依存する（Si1veman，D．）。「自分自身の社会的地位を
向上させること，つまり自分よりも下にあるものを無視し，社会の階梯の最上
階をねらって絶えず努力すること」がその存在を支える行動特性として強く意
識された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　6
　人びとが一定の職業や所得を共通にすることだけでは，階層の社会的意味は
十分とはならない。それは，「現実の社会関係やコミットメント」の方向を確
認することを必要とする（Crossick，12）。中流階層は，一定の望ましいライフ
スタイルの実現のための日常の消費支出から，住屠，衣服，さらに言語（アク
セント，イディオム，ボキャブラリー）を初めとす多項目にわたってその階層
的分化を内包していた（C£Lewis，R，＆A．Maude，）。しかし，こうした内部分
化にもかかわらず，なお多数のプラックコートはその中流上層との連続性を確
認する努力を軸に，可能な限り，①共通の階層的社会空問の共有，②階層帰属
の自已主張の努力，③その行動を動機づける価値としての個人的努力によるさ
さやかな資産の蓄積による安定の確立の指向を追求した。極端にいえば，こう
した価値指向のみが，中流階層にその持続性を与える（Steams，D．N．）。
　さらに，当時，所得水準においてほぼひとしい労働貴族との差異化の指向は，
その職業的安定性や俸給尺度の違いにたいする優越性への思い入れとなり，あ
るいはマニュアル労働にたいする蔑視や拒否の態度として表現される㈹。これ
を補強するのは社会関係の範域を限定する努力，例えば通婚範囲の限定
（Crossick，’22一，51，Lockwood，T．28一）に表現される。あるいはロンドンの例に
見られるような居住の選択における分離の指向（Segregati㎝），過剰なまでの
労働者文化にたいする拒否的態度，さらに外面的地位表現への関心と配慮一具
体的には，服装におけるコールテンにたいするラシャ織りのブラックコートの
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選択，そして家計支出の構造的違いに及ぶ。それは，多数のブラックコートの
階層的縁辺化の逆関数である。
V1機会の拡大
　19世紀前期をつうじて，ブラックコート階層の形成期における雇用，職務と
キャリア構造，職業的展望，あるいは社会的移動の可能性と地位と階層状況な
どが極めて限定された状況を指摘してきたが，しかし，同時に，すでにその新
たな肥大による社会階層としての比重の確立やこれとならんでその内部構成の
複合性を促進する要因の登場を指摘しておく必要がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　すでに述べたように，ブラックコート階層は，相対的に小規模な第三次部門
の経営に分散していた。産業革命以降の成長にもかかわらず，第二次部門も，
1851年の時点でなお製造業の平均雇用者数（1851年センサス）は200名であり，
その工場の三分の二は，雇用者数50人以下であった。このうちでも例えば，
アークライトの工場は，すでに1801－4年にかけて1，063人の出来高給による生
産労働力を擁した例外的規模であったが，その賃金管理にはじまる会計処理を
になったのは，わずか3人に過ぎなかった。
　しかし，19世紀中期以降，産業的経営の新たな成長と生産の規模の増大が進
行する。ポラード（Po1lard，185一）は，イギリスの企業経営における経営規模
の増大にともなう管理機構の整備と分化，そしてこれに対応する管理要員の需
要が，ブラックコートの構成に変化をもたらしたとする。しかし，本論の中心
となる時代における第二次部門は，相対的に市場独占を可能とした経営，例え
ば地域独占に成功した炭鉱（運河・鉄道の付設をともなう），あるいは製品差
別化で成功したウエッジウッド（Wedgewood），あるいは技術やデザインにお
ける国際的優位性の確保を可能とした繊維産業，さらに化学産業などについて
みても，その経営規模の増大スピードは緩慢であった。19世紀後半において初
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めて，経営規模の増大が進行するが，改めて指摘するように＾Antebellum”期
以後のアメリカにおけるそれからは遅れをとる（Cf．Payne，P．L．）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　「巨額の資本投資，ひとつの工場への生産活動の集中，長期的で高度に技術
的な生産計画を必要とする産業ほど」，管理システムの制度化を進展させる
（Bendix，T．324）。管理機能を担うべきブラックコート要員の需要は，例えば
個別経営内部において増加する生産労働力にたいするコーントロールの必要を
契機とする。
　「新しい産業秩序」としての工場システムは，機械システムヘの「新型熟
練」の形成のみならず，技術酌・機械的生産リズムにたいする生産労働者の適
応と，工場内秩序と規偉への服従の訓練を要する。しかし，労働力管理は，
「行為の不可侵なる規範の日常牲」（Weber，M．）としての例えば前産業化の時
代の農業労働やあるいは問屋制下の家内工業における労働にみられた慣習一
「聖月曜日」のような「散漫な」慣習の侵害として受け取られ，これにたいす
る労働者の抵抗は大きかった（Bedix，T．100一）。無断欠勤，木曜・金曜に労働
を集申させてその他は浪費に過ごす労働習慣を物理的時問の秩序に従属させる
こと，あるいは，正確，規則性，勤勉，そしてなによりも管理者にたいする服
従を確立すること，これらの生産現場の秩序変革には，まず「新しい産業関係
のシンボル」である作業規貝ト公式かつ成文化された一の作成と適用における
厳密性の確立を要する。
　労務管理は，したがって，生産要員の勤怠評価・技能と賃金の管理・プラス
あるいはマイナスのサンクションの適用にわたって，書記的かつ管理的作業の
確実性を必要としたのである（Po1lard，185一）。だが，生産労働者の調達と選
抜、訓練，規律の貫徹を含めて王生産現場においては内部請負制（特に民間土
木・建設）が採用されてきた。この場合，いわゆるミドルマン（middleman一
請負人）による労働力調達，そして，現場の統括にたいする委任が広く行われ
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ていた（Bendix，T，117一）。そこでは，労働力の管理は，「人的関係や個人的な
気まぐれ」がしばしば支配した。これに代わるべき「没人格的管理」は，まず
労働力を生産要素と考え，そのコストを計算すること，そのためには工程別の
時間表の厳密な設定とこれに基づく賃金計算を行なうこと，その結果として，
製品のコストの算出，ひいては生産方式の変更や，あるいは新規の機械導入，
作業スピードの変更などを計画的に実現しうる能力を要する（Bendix，T，
122一）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　こうした労働力管理におけるいわば「宮僚制的統制」（bureaucratic　c㎝trol）
にとどまらず，経営機能の合理化の流れのうちで，管理機能の自立性や経営者
の管理者にたいする権限委任の拡大が高まる。例えば，炭鉱経営は，炭鉱につ
きものの技術的な危険の回避のための情報の獲得を要する。それには炭鉱監督
官や土木技師のように，技術教育とともに優れた現実情報を保有し，プロ
フェッショナリズムを背景にした信頼性ある人員の確保を要した。鉄鋼生産や
蒸気機関の生産もまた労働力にたいする従来の見習い制にかわる技術的訓練と
管理の必要を高めた。あるいは伝統的熟練（craft）の存在しない経営（蒸留・
醸造酒生産，砂糖精製など）の分野においても技術的ノウハウの保有と伝達な
ど，新しい専門的な技術管理階層の形成の必要と生産工程にたいする管理権限
の委任は不可欠となりつつあった。
　管理要員は，もちろん，すでに述べたような銀行，商社のように経済的技術
としての会計・貿易実務の蓄積を通じて書記的階層からの昇進による場合が登
場していた。鉄遭・製糸・精錬もまた，会計事務を経過する場合が見られた。
企業者一特に二世にとって，信頼性と職業的地位（Standi㎎），過去の業績証明
による人材の登用は不可避であった。
　しかし，さまざまな分野で新たな成長に成功した産業的経営における重要な
機能の担い手としての管理要員需要に対応する市場能力をもっブラックコート
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の登場は必然的である。とりわけ成長部門では，資本・技術・情報のみならず，
その生産領域において新しくより未知の可能性を探索し，そのための有効な分
化する管理機能の担い手を要する。
　「もっとも時代のダイナミックな社会集団」かつ「多くの決定的な変化の創
出の要因となる」管理者階層がブラックコートのあらたな要素を構成すること
になる（Pol1ard，155一）。そのためには，人員供給の構造一とくに教育システ
ムー変化と，個別経営における内部労働市場における管理秩序の形成の進行を
要する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　このブラックコート階層内部に形成されるにいたる管理階層は，まず経営内
部で工場内分業とはことなる方向で水平的な分化を示し，この分化した管理体
制のうちで細分化される職務構造を貫徹するのは，ますます長い射程をもって
成立するヒエラルキー構造に示されるような垂直的分化の力である。この結果，
経営組織秩序の正当性の根拠は，次々に上位の権威に求められ，上へ上へと潮
られる。「秩序自体は，常に下へ向かって放射されて行く傾向をもつ」。それは，
ブラックコートに，新しい制度化された組織内地位上昇の機会を提供し，ブ
ラックコートの組織内同一化の対象あるいは準拠集団をいっそう上向的に経営
管理者階層に求めさせ，威信と権力指向を増幅させる。このことは，このブ
ラックコートに（過去のキャリア障壁にかわる）キャリアの機会にたいする新
たな展望を与える。いわゆる「官僚制的王朝」（Po1lard，155）が成立し，個別
経営内部のキャリア軌遵としてのヒエラルキーの上昇が，ますます長い道程と
細分化されつづける職務の系列にしたがって達成目標となる。管理機構という
経営の頂点に連続的に連結するヒエラルキーへの参入と，これを制度化する
「内部労働市場」におけるキャリア軌遵の形成と昇進の可能性は，規模の拡大一
と成長を実現する力をもつ経営ほど，ブラックコートの雇用のみならず，その
昇進の展望と期待の水準を高める。
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　しかし，この経営内部の機能的かつ水平的な分化とヒエラルキー的な分化は
組織内昇進機会のシーリングをたかめるだけでなく，次第に管理機能に予定さ
れる人員と，これを支える不可欠だがルーティンな日常・定型職務に割り当て
られる人員との分化と選別の過程をもたらす。またこうして上昇機会から断絶
されて定型的職務に固着されるルーティンな，マージナルな書記階層は，その
キャリアを固定化される。ブラックコートという言葉は，次第に主としてこの
ヒエラルキーにおけるマージナルな地位に拘束される書記階層を指示する言葉
へと変化することになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　同時に，ブラックコートの社会史的存在性を規定する要因として，生産現場
（shop　Hσor）における生産労働者との直接関連という新たな状況の登場とそれ
がもたらす問題を無視しえない。ブラックコートが，公務やあるいは民問経営
における「商業的操作」にかかわる一例えば会計事務や管理一ことで成立した
状況にたいして，近代化の道を開始した生産的企業（Ma㎜facturi㎎の時代の
登場）では，ブラックコートは生産空閥とは無縁のオフイス空問における存在
から，生産労働者と生産作業空問にはるかに緊密に接触する機会と職務にかか
わる状況が生ずる。ここから，より現実的かつ直接的なカラーライン（collar
line）の問題一労職格差が成立し，この状況にたいするかかわりかたそのもの
がブラックコートの階層意識にさまざまな影をおとすことになる（Cf，SiIver－
ma・，D）。
　われわれは，プラックコートという現代の新中間層の原像の形成を社会史的
な階層形成のメカニズムを軸として分析してきた。ブラックコートの形成前史
は，それぞれの時代の多くの人問が体験したライフヒストリーとワークヒスト
リーと同様に，ほとんどが無名の人びとの歴史である。しかし，その前史をふ
まえて，大きな変化がヨーロッパでもアメリカでも1870年代にはじまる。本論
に続いて取り上げる予定のホワイトカラーの社会史は，アメリカという社会的
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文脈にその分析対象を求める。しかし，プラックコートといい，あるいはホワ
イトカラーといい，この社会階層はとりわけ，組織された資本主義の確立と
ビッグビジネスの登場のもとで大量の雇用機会を獲得し，その人員の増大を示
すとともに，またこれにともなう「目に見える手」（Visible　Hand）としての管
理機構の合理化のもとで，新たな存在状況を規定するような社会的論理のもと
におかれる。
付記　本論文を含めてホワイトカラーの系譜に関する一連の早稲田商学掲載論文は，早
稲田大学の特定課題研究費（1992年度）さらに早稲田大学商学部研究基金及び鹿野研究
振興基金による資料・調査の援助によって執筆されたものである。記して，感謝の意を
表するものである。
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注1ユ〕本稿にかかわる限りでいえば，イギリスの中央各省は，大蔵・海軍・大法官庁（Ch㎝cery）と，
　　團務大臣からスタートした内務・外務・陸軍・植民・郵政の各省で構成された。19世紀中期以後，
　　工務庁（Board　ofWoエks），インド省，商務省，地方省，教育省，農業省などが続いて分立する竈
　　そして20世紀の初頭には，イギリスの中央政府は，大法官府（the　LordChancellerIsDepar㎞ent），
　　大蔵省（the　Treasury）、内務省（血直Hom直O舶ce），外務省（the　Foreign　O脆ce），植民地省（the
　　Col㎝］副10f丘㏄），隆軍省（the　War　O脆㏄），海軍省（the　Ad㎜ra肚y）．アイルランド省（the　Irish
　　0茄ce），スコットランド省（the　Scottlsh　O舶㏄），インド省（the　Ind1a0術㏄），商務庁（th畠Board
　　of　Trade），農漁業庁（th皇Board　ofAgn㎝lture　and　Fishenes），文部省（the　Board　of　Education），
　　郵政庁（the　Post0伽ce），事業庁（the　O茄㏄oi　Works）によって構成された。
　　　「夜警国家」の思想は，公的領域の拡大と国家機構の社会生活への直接介入にブレーキをかけ
　　つづけ，政府機構の肥大とならんで公務員人口の急速な増大とは結びつくにはいたらなかっ㍍
　　にもかかわらず，官庁機溝は，ユ9世紀における最大のホワイトカラー人口の単一の集中的な需要
　　主体であつた。
　12〕公務員の任用におけるメリットシステムの成立以降、数次の改革にかかわらず，基本的に公務
　　員の採用は，職階別に候補者を教育修了時点での試験をもって行う曲それぞれの職階の人員橘充
　　は，先任順位よりは業績による内部昇進をもって行う也
　　①　その頂点は上級官職一Ad皿imstra肖ve　Class一であり，皿大学優等コースの出身，学科試験と
　　パーソナリテイ，性格の評価によづて任用される。省大臣｛Departme地1Mnist虐r）や担当繁務
　　が大規模の場合にはその指揮する掴当大臣（Minls旋r　of　St固te）や政務次官（P纈。h㎜㎝tary
　　跳Cr肋ry）のもとで，政策形成，統治機構の改善，省内部局の全体管理や統制を任とする。
　　　まず試檎（cadet）として勤務し，参箏官補としてキャリアを開始するむ主席参事官補
　　くPrimipal〕，参事官（A蝿t瞼・etary）数十名，次官補（Under　Seo）工一20名，次官代理（D畠puty
　　Sec）3－5名，次官（Pemane皿t　Sec）（脹ad　of　Depaれ刷ent）にいたるヒエラルキーが成立する。
43
44 早稲田商学第357号
　　この職業的上級官僚（いわゆるWhiteha1l　Mandarins）はエリート主義のイギリス的な表現であ
　るOxbn畑（オックスフオード・ケンプリッジ両大学〕出身者による占有傾向が長期間続いて
　きた。従って，ケルサール（Kea釧，R）が示したように，競争試験による採用と内部昇任の制度
　化を導入しても，依然として上級官職は「クラレンドンスクール」（有カパブリックスクール）
　出身であるとともにOxbhdge出身者が優位にたつ。0X中心の「アマチュアリズム」一人文学
　系卒業者の比重が社会科学・技術系出身者を圧倒し，上級官職のジエネラリスト優位は崩れない。
　そして，同質的な上位出身階層の子弟による教育とライワスタイルと胴級生集剛（peer
　gr㎝p）のネットワークが上級官僚団内部に張り巡らされる。最終的には，上級職
　（Ad皿inistra士u・e　Class）への昇進競争を行う。しかし，いまや，出身階層・大学の構成に変化が
　生じ、またジエネラリスト的官僚にたいして．専門官僚の登場が次第に顕著になっていることを
　付言する。
　②事務官（E亘㏄utiveClass）は，中等教育レベルの教育修了者で補充する。明確な法令，決定
　の適用と，特殊事例についての批判的検討を加え，行政的判断と発案，部門の小規模単位の統制
　にあたる。Heads－Prmcip盆1－SeniorExe㎝tweO肚er－HigherExe㎝t1ve0湖cerのヒエラルキーに
　従う。
　③書記官（αeric釦Class）は，例えば大蔵省の例に従えば，計算，講求，申告書の点検，照合．
　といつた定型単純事務に従い，あるいは計算書，申告書，統計資料の材料の準備，命令書の発送
　などや書記補の監督にあたる。Ex㏄uti囎Classに昇進可能がある。書記官補は，上級初等教育修
　了者による。事務機械操作にあたる。
　　上級職は定員（郵政・国防を除く）の0．89％を占める。そのもとで事務宮クラスが18．2％，書
　記官クラスが38．1％である（1969年度）。これと別に，專門・科学・技術官クラスが19．9％，そ
　れ以外は単純業務従箏者で占められる｛C二Chapman，R　A）。
（3）ビジネスにおいても，その職業的ノウハウやさらにその機徴の習得機会に接近するには，当時，
　プレミァムを支払うのが条件であった（Ct　Crossick，117－9）竈従って，上述したウエルズの場合
　もこの例にもれない鉋
14〕パブリックスクールのうち，有力校とされるものは，次の9校であり，創立順では，Wincbξs－
　ter　Conege（1382），Et⑪皿Co11ege（1440），S仁Pauh　School（ユ509），Shrewsbury　School（1551），
　W僅st㎜nster　School（1560），Merc血ant　Taylors’Schoo1（1561）．Rugby　Schoo1（ユ567〕，Harrow
　School（1571），Charterh㎝se（1611）である。その他，私立学校から，パプリックに上昇した例
　として，Chelt㎝ham，Marlborough，Ros舳1，Brlghto皿，Clifton，Malvem，などをあげておく。パブ
　リックスクール出身者の大学進学率は伝統的に高い。例えぱウィンチェスター（Winches帖r）で
　は，1820一ユ922年の出生の同校卒業生の進学率は平均58．1％，その68．8％はオックスフオードヘ
　25－4％ケンブリッジに進学し，ロンドン大学は2，9％，その他は3％を越えない。なお，近代科
　学を中心とする專門的職業教育の要求に対応したのは，ユ828年のUniverslty　Collegeに始まり，
　つづいて国教派のKmgs　Co1legeが1831年設立され、オックスブリッジに遅れて，Lond㎝大学が
　連合体として成立する（Cf　Bamiord，T，W．，Banks，O．）。
15）過去のデータについても，その職業分類をいかに処理するか択問題として残る。ここでは，
　広義でブラックコートとして分類されていた労働力人口とその所得水準に関する分析例として，
　別の例を示しておく。C£Willia皿son，J，C，Eami酌I皿equalltジntheNmete㎝thCent皿ryBritain，
　エoum囲1ofEcommicHistory，vo140．1980，Lindret，D．H一＆J　C　Wmia皿s㎝、E姻ishWorker’sLM口g
　S晩nd邊rd　Durmg　hd1』strial　RevoI皿t1oll＝A　Now　Look，Ec⑪no皿1c　History　Review，Vo1．36，ユ983．
16〕ここで，労働貴族とは，主として，ユ840隼代以降の，安定した高い水準の所得を縫持し，雇用
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主からある程度の敬意を払われ，かつ仕事の選択の自由や内部請負制における生産現場の技能
的・管理的秩序の頂点にたった人びとを意味する（Cf　Hobsbam，E－J．，Gray，R　Q一、中山章）。
　貯蓄，子弟にたいする教育投資への熱意などの点でも，一般労働者と区別されるひとつの階層
を形成し・その長期的な熟練の習得による技能（trade）の優位性を労働組合的な団緒を通じて維
持し，その自立と独立性を強調することによる’。esp㏄tabi11tヅヘの志向の強さをあわせて，中
流下層として社会的に規定された。
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